
平成22年度事務事業評価表（平成2１年度振り返り）

政策名 16

所管課係名

実績値 実績値 実績値 ① ② ①＋②

（ 単位 ） （ 単位 ） （ 単位 ） （千円） （千円） （千円）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

114,606 365 372,559

（ 人 ） （ 日 ） （ 人 ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

114,300 365 362,521

（ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

114,124 366 340,823

（ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

1 26 100

（ 箇 所 ） （ 件 ） （ ％ ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

1 34 100

（ 箇 所 ） （ 件 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

1 28 100

（ 箇 所 ） （ 件 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

114,606 359 285,000

（ 人 ） （ 日 ） （ 人 ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

114,300 359 284,943

（ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

114,124 359 267,205

（ 人 ） （ 日 ） （ 人 ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

19 22 100

（ 箇 所 ） （ 件 ） （ ％ ） ■ あり □ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

19 16 100

（ 箇 所 ） （ 件 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

19 19 100

（ 箇 所 ） （ 件 ） （ ％ ）

平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度 平成21年度

3,051 131 4.29

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ） □ あり ■ なし 現状維持

平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度 平成20年度

3,067 160 5,22

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度 平成19年度

2,940 160 5.44

（ 人 ） （ 人 ） （ ％ ）

だれもがいきいき幸せに暮らせるまち 施策番号・名 保健医療の推進とスポーツの振興 基本事業番号・名 16-07 スポーツの場の充実

529

意図 スポーツに親しめる機会を提供する
450 78 528

大会への参加率
（参加者数/大会
20競技の競技者
数）

教育部主幹　山下一美

市町村総合体育大会参
加支援事業

手段
都内市町村で開催する年1回の総合ス
ポーツ大会に対し、負担金･参加費の支
出、開会式への出席を実施

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

都内市町村で実施する総合スポーツ大会であ
るため、市単独での改革･改善は困難であ
る。

市単独での見直しは難しい。

450 79

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

440 81 521
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-07-05

生涯学習課
ｽﾎﾟｰﾂ振興係

対象 大会参加者

大会20競技の競技
者（当該種目の体
育協会加盟者）

参加者数

29,447

意図
利用者が安全で快適に利用できる施設･
設備環境の整備 24,689 7,572 32,261

修繕対応率

教育部主幹　山下一美

体育施設維持管理事業

手段
・施設の保守点検
・施設の修繕
・市立（西中学校内）テニスコート整備

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

・施設の経年劣化が進行し膨張する施設維持
管理費への充当を考慮し、使用料金及びその
減免規定について見直すことも課題である。
・故障や老朽化が著しく増加している設備に
対し、中・長期的メンテナンス計画によって
安定的で適正な維持管理が可能となる。

施設の維持管理は、体育協会に委託し経費節減
に努めている。今後は、施設の老朽化に伴い計
画的な修繕の実施が一層求められるため、体育
協会との協議を図り推進していく必要がある。22,031 7,416

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

20,294 7,751 28,045
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-07-04

生涯学習課
ｽﾎﾟｰﾂ振興係

対象
体育施設
（学校スポーツ開放施設含む）

施設数 修繕実施回数

46,114

意図 スポーツに親しめる場を提供する
123,610 3,786 127,396

延べ利用者数

教育部主幹　山下一美

体育施設管理運営事業

手段

体育施設（テニスコート、野球場、運動
広場、夜間照明施設）の個人開放、団体
貸出を実施

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

・曜日･時間帯で利用の少ない部分があり、
利用者数の増が見込める。また、スポーツを
実践したいにも関わらず実践できないでいる
市民向けの事業展開を図る余地がある。
・借地に設置の施設が多く、維持について地
権者との兼ね合いが非常に重要となってく
る。

体育施設の開放や貸し出しなどを体育協会に委
託し、経費節減を図っている。今後は、経常的
な維持管理費や人件費などを勘案して、使用料
金の見直し及び減免を含む受益者負担のあり方
を検討する。

42,455 3,659

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

43,228 3,492 46,720
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-07-03

生涯学習課
ｽﾎﾟｰﾂ振興係

対象
市民、近隣住民、市民を中心とした登録
団体

市民数 利用日数

4,269

意図
利用者が安全で快適に利用できる施設･
設備環境の整備 2,000 1,893 3,893

修繕対応率

教育部主幹　山下一美

スポーツセンター維持
管理事業

手段
指定管理者制度4年目
・施設の保守点検
・施設の修繕

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

・施設の経年劣化が進行し膨張する施設維持
管理費への充当を考慮し、利用料金及びその
減免規定について見直すことが課題である。
・修繕箇所が著しく増加する設備の中、長期
的メンテナンス計画によって、安定的で適正
な維持管理が可能となる。

指定期間の5年間が22年度末で終了することか
ら、制度継続のもと、23年度からの事業者を選
定・指定し、一層のサービス向上と経費節減を
図る。2,489 1,780

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

999 1,938 2,937
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-07-02

生涯学習課
ｽﾎﾟｰﾂ振興係

対象 スポーツセンター施設

施設数 修繕実施回数

121,371

意図 スポーツに親しめる場を提供する
121,738 946 122,684

延べ利用者数

教育部主幹　山下一美

スポーツセンター管理
運営事業

手段

指定管理者制度4年目
東京ドームグループによる個人開放、団
体貸出、各種自主事業（レッスン等）を
実施

改善の余地 23年度以降に向けた方向性

・曜日･時間帯によってはまだ利用の少ない
部分があるため、指定管理者のさらなる創意
工夫によって利用者数の増が見込める。
・スポーツを実践したいにも関わらず実践で
きないでいる多くの市民向けの事業展開を図
る余地がある。

指定期間の5年間が22年度末で終了することか
ら、制度継続のもと、23年度からの事業者を選
定・指定し、一層のサービス向上と経費節減を
図る。120,481 890

選択項目 説明（選択理由） 選択項目 説明（選択理由）

120,506 870 121,376
22年度以降に向けた方向性 現状維持 所管課長名：

16-07-01

生涯学習課
ｽﾎﾟｰﾂ振興係

対象
市民、近隣住民、市民を中心とした登録
団体

市民数 利用日数

人件費
（理論値）

トータル
コスト

改革・改善の余地
（目的妥当性･効率性･有効性･公平性から）

改革・改善の余地を踏まえた
平成23年度以降に向けた事務事業の方向性

（所管課長記入欄）事務事業名
指標 指標 指標

事務事業
番号

事務事業の目的
（事務事業の対象、手段、意図）

対象指標
（対象の数値指標化）

活動指標
（手段の数値指標化）

成果指標
（意図したことの結果の

数値指標化）

事業費
（実績額）

東久留米市


